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第 章    計画の理念と目標 

１  計画の理念  
 

本市では、令和３年度から令和７年度までを計画期間とする市の最上位計画

である「第５次小金井市基本思想・前期基本計画」において、将来像を「いか

そうみどり 増やそう笑顔 つなごう人の輪 小金井市」と定め、まちづくりを進

めています。また、将来像を実現するための施策の大綱では、福祉と健康分野

において「誰もがいきいきと暮らすことのできるまち」を掲げています。 

そこで、「第５次小金井市基本思想・前期基本計画」の将来像を踏まえ、本計

画では、市民の健康寿命（健康で日常生活に制限なく自立して暮らせる期間）

を延伸するとともに、健康格差の縮小を図っていくため、生涯を通じて、それ

ぞれのライフステージに応じた健康で質の高い生活を送ることができる社会

をめざすとともに、市内の緑豊かな自然や文化財などの地域資源をいかし、自

分らしく、自分にあった健康づくりができる環境づくりをめざします。そのた

め、本計画では基本理念を次のように定め、市民一人ひとりが、自らに適した

方法で“楽しみながら”続けていくことができる健康づくりを推進します。 

 

（案１） 

誰もがいきいきと 自分らしく暮らすことのできるまち 

～健康寿命の延伸と健康格差の縮小～ 

（案２） 

誰もが笑顔 健康に暮らせるこがねいし 

～みんなでつくろう 健康都市～ 

（案３） 

いつまでも健康で自分らしく暮らせるこがねいし 

～健康寿命の延伸と生活の質向上～  
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２  基本目標  

（１）生活習慣病の発症予防・重症化予防 
 

がんや糖尿病等の生活習慣病・メタボリックシンドローム等は、生活習慣の

改善により罹患を減らすことが期待できます。しかし、罹患した場合には長期

にわたり治療を継続することが必要となるため、望ましい生活習慣を身に付け、

発症を予防したり、治療を中断せずに継続するなどの重症化予防が欠かせませ

ん。第２次計画以降がん検診の充実、各種健康診査等の実施をしてきましたが、

高齢化に伴い生活習慣病（ＮＣＤｓ）の有病者数の増加が見込まれており、そ

の対策は健康寿命の延伸を図る上で引き続き重要な課題です。 

そのため、がん、糖尿病・メタボリックシンドロームなどに対処できるよう、

特定健診やがん検診等の受診を積極的に促し、早期発見に努め、発症予防や重

症化予防に重点を置いた対策を推進します。 

 

（２）生活習慣の改善 
 

市民の健康づくりを推進し、健康で長生きできる身体をつくっていくために

は、日頃からよりよい生活習慣を身に付け、続けることが重要です。 

そのため、健康づくりを進める上で大切な生活習慣として、①栄養・食生活

支援、②身体活動・運動支援、③休養・こころの健康づくり、④飲酒対策、⑤

喫煙対策、⑥歯と口腔の健康づくりの健康の６つの分野に分け、これらの生活

習慣の改善のための取り組みを推進します。 

 

（３）健康を育む環境整備 
 

生涯を通じて健康であるために、市民の身近なところに健康づくりに関する

情報や場の提供、医療体制が整えられることが求められています。第２次計画

以降身近な地域で安心して医療を受けられる体制づくり、市民が利用しやすい

健康づくりの場の充実を実施してきました。情報提供に当たっては、マスメデ

ィア、ホームページやＳＮＳ、学校教育、健康相談等多様な経路を活用すると

ともに、対象者の特性に応じた効果的な働きかけを、複数の方法を組み合わせ

て行うことが重要です。 
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そのため、引き続き市民が安心して医療を受けることができる環境を整備し、

市民が利用しやすい健康づくりの場や情報を提供するとともに、スポーツやレ

クリエーションの機会を通して、健康の増進を図ります。 
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３  計画の体系  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

①がん検診の充実 

①各種健康診査等の実施 

①望ましい食生活と栄養に 

関する情報提供の充実 

①望ましい身体活動に関する 

情報提供の充実 

①休養に関する情報提供の充実  

①飲酒に関する取り組みの推進 

①禁煙に関する取り組みの推進 

①歯科に関する取り組みの推進  

①身近な地域で安心して医療を

受けられる体制づくり  

①市民が利用しやすい 

健康づくりの場の充実 

（１）がん検診の推進 

（２）糖尿病・ 
メタボリック 
シンドローム 
対策の推進 

（１）栄養・食生活支援 

（２）身体活動・運動 

支援 

（３）休養・こころの健

康づくり 

（４）飲酒対策 

（５）喫煙対策 

（６）歯と口腔の健康

づくり 

（１）医療体制の充実 

（２）健康づくり環境

の充実 

誰
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と
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で
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～
健
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寿
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の
延
伸
と
健
康
格
差
の
縮
小
～ 

１ 生活習慣病の

発症予防・重

症化予防 

２ 生活習慣の 

改善 

３ 健康を育む 

環境整備 

【基本理念】 【基本目標】 【基本施策】 【施策】 

②がんに関する情報の普及啓発 

②糖尿病対策の充実 

③健康づくりに関する情報の 

普及啓発 

③がん患者に対する支援 

②食育に関する取り組みの推進 

②関係団体との連携強化 

③ライフステージに応じた 

栄養・食生活支援 

②ライフステージに応じた 

身体活動・運動支援 

②こころの健康についての 

知識の普及啓発 

③ライフステージに応じた 

休養・こころの健康づくり 

 

②受動喫煙に関する取り組みの

推進 

 

②歯と口腔の健康づくりに 

関する情報提供の充実 

 ③ライフステージに応じた歯と

口腔の健康づくり 

 

案１ 
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第 章    施策の展開 

 

１  施策の展開  

基本目標１ 生活習慣病の発症予防・重症化予防 
 

 基本施策（１）がん検診の推進  

市民一人ひとりが日頃から自分の身体に関心をもち、定期的ながん検診など

で健康管理を行い、がんの早期発見、早期治療ができるよう、がん検診の充実

やがんに関する情報の普及啓発に努めます。 

また、がん患者に対する支援体制を推進します。 

 

①  がん検診の充実 

がんの早期発見に向けて、各種がん検診を実施するとともに、受診しやすい

環境づくりに取り組みます。また、がんの二次予防の推進を図る観点から、が

ん検診後のフォローの推進に取り組みます。 

個別事業・取り組み 内容 担当 

各種がん検診 

がんの早期発見を目的として各種
がん検診（胃がん検診、肺がん検診、
大腸がん検診、子宮がん検診、乳がん
検診）を実施します。 

健康課 

がん検診後フォロー
の推進 

要精検者に対する早期受診の促進
および結果把握に努めます。 

健康課 

がん検診の受診率向
上のための取組み 

がん検診の受診率向上のため、勧奨
通知の見直し、特定健診と肺がん検診
同時実施などの実施方法の見直し、非
課税世帯等のがん検診受診料の減免
の周知等を進めます。 

健康課 
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②  がんに関する情報の普及啓発 

市報、市ホームページ、個別通知、パンフレット等、あらゆる媒体を活用し

て、がんに関する知識の普及やがん予防のための情報の提供を行い、普及啓発

に努めます。 

また、講習会等を開催し、専門家による情報提供の場を設けます。 

個別事業・取り組み 内容 担当 

乳がん自己検診法講
習会の実施 

乳がんへの意識の普及啓発を図る
ため、医師による乳がんについての講
義、保健師によるマンマモデルを使用
した自己検診講習などを行います。 

健康課 

がん予防に関する情
報提供 

がんについての正しい知識の普及
とがん予防のための生活習慣につい

て、普及啓発を図るとともに、健康メ
モ（市報）・市ホームページ・こがねい
っこ健康ナビ等での情報提供を行い
ます。 

健康課 

 

③  がん患者に対する支援 

がん患者へのアピアランスケアに関する支援の実施の検討や相談窓口等の

情報提供に取り組みます。 

個別事業・取り組み 内容 担当 

がん患者のアピアラ

ンスケアの推進 

がん患者に対して、ウィッグや胸部

補正具等の購入費用の助成を検討し
ます。 

健康課 

がん患者に対する情
報提供 

がん患者に対して、治療や相談窓口
等に関する情報提供を行います。 

健康課 

 

【数値目標】 

指標 対象 
現状 

（令和４年度） 

目標 

（令和 11 年度） 

がん検診 

受診率 

胃がん検診 

（Ｘ線検査） 
40歳以上※1 2.0％ 

60.0％※2 
胃がん検診 

（内視鏡検査） 
50歳以上 4.0％ 

肺がん検診 40歳以上 1.5％ 60.0％※2 

大腸がん検診 40歳以上 13.0％ 60.0％※2 

子宮頸がん 

検診 

20歳以上の 

女性 
15.5％ 60.0％※2 

乳がん検診 
40歳以上の 

女性 
16.3％ 60.0％※2 

※１ 国の「がん予防重点健康教育及びがん検診実施のための指針」に基づき、40 歳以上の受診率とし
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ました。 

※２ 国の「がん対策推進基本計画（第４期）」（令和５年３月）の目標値と同じ値としました。  
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 基本施策（２）糖尿病・メタボリックシンドローム対策の推進  

糖尿病予防及び重症化予防とともに、メタボリックシンドローム対策のため、

各種健康診査の実施に取り組みます。 

また、健康づくりに関する情報の普及啓発に努めます。 

 

① 各種健康診査等の実施 

糖尿病やメタボリックシンドロームの二次予防の推進を図る観点から、各種

健康診査の実施により、生活習慣の改善、糖尿病などの早期発見に努めます。 

個別事業・取り組み 内容 担当 

フォロー健康診査 

特定健康診査および後期高齢者医

療健康診査の受診者、40歳以上の集団
健康診査の受診者を対象に、従来の基
本健康診査の検査項目のうち、特定健
康診査等の検査項目に含まれないも
のについて、検査項目を上乗せして実
施します。 

健康課 

集団健康診査 

35 歳から 39 歳の市民および 40 歳
以上で医療保険未加入等により特定
健康診査等の対象とならない市民、16
歳から 39 歳の心身に障がいのある市
民を対象に、集団方式で特定健康診査
の検査項目と同様の健診を実施しま
す。 

健康課 

肝炎ウイルス検診 

自身の肝炎ウイルス感染の状況を
認識するため、40 歳の市民、41 歳以
上で当該年度の特定健康診査等で肝
機能異常を指摘された市民や受診し
たことがない市民を対象に、Ｂ型・Ｃ
型肝炎ウイルス検診を実施します。 

健康課 

骨粗しょう症検診 
35 歳から 70 歳までの５歳刻みの節

目年齢の女性の市民を対象に、骨粗し

ょう症検診を実施します。 

健康課 

特定健康診査 

40 歳以上になる小金井市国民健康
保険の被保険者の方および、後期高齢
者医療被保険者の方を対象に、健康診

査を実施します。 

保険年金課 

特定保健指導 
特定健診の結果より、生活習慣病の

発症リスクが高い方に対して、生活習
慣改善ができるように支援します。 

保険年金課 
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② 糖尿病対策の充実 

糖尿病の予防教室や重症化予防などの事業を促進し、早期の適切な対策を実

施し、糖尿病対策に努めます。 

個別事業・取り組み 内容 担当 

糖尿病予防教室 

糖尿病・食生活に関して、専門家に
よる講義を行うとともに、運動実技も
実施します。 
また、復習会を設け、調理実習や運

動実技を実施します。 

健康課 

糖尿病性腎症重症化

予防事業 

糖尿病の重症化予防のため、保健師
等の専門職が食事・運動・服薬管理等

のプログラムを実施します。 

保険年金課 

 

③ 健康づくりに関する情報の普及啓発 

糖尿病やメタボリックシンドロームに関する正しい情報の提供を、講演会や

相談等を通じて行っていきます。 

個別事業・取り組み 内容 担当 

成人健康相談 
市民の健康保持・増進のため、医師、

保健師等が市内の公共施設で、疾病予
防の健康相談を実施します。 

健康課 

健康講演会 
小金井市医師会、小金井歯科医師会

に講師を依頼し、医科や歯科に関する
講演会を開催します。 

健康課 

 

【数値目標】 

指標 対象 
現状 

（令和４年度） 

目標 

（令和 11年度） 

特定健康診査の受診者の割合 

（資料：保険年金課） 

40～74 歳の市

国民健康保険

加入者 

51.5％ 60.0％※ 

特定健康診査後の保健指導実施

率（資料：保険年金課） 

40～74 歳の市

国民健康保険

加入者 

15.9％ 60.0％※ 

【新規】 

糖尿病性腎症重症化予防事業に

よる指導実施者数 

40～74 歳の市

国民健康保険

加入者 

12人 30人※ 

※ 「第３期小金井市国民健康保険データヘルス計画」の「目標値」に基づき設定しました。 
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基本目標２ 生活習慣の改善 
 

 基本施策（１）栄養・食生活支援  

健康寿命の延伸に向けて、栄養バランスの良い食事や、健康につながる多様

な食生活の取り組みを継続していくことが重要である。市民一人ひとりが、望

ましい食生活についての知識を高めていけるよう、正しい食習慣や適正体重の

維持についての普及啓発や食育に関する取り組みを推進します。 

 

①  望ましい食生活と栄養に関する情報提供の充実 

栄養相談や栄養講習会、健康づくりフォローアップ事業などを通し、ライフ

ステージに合わせた望ましい食生活と栄養に関する情報の提供を行います。 

個別事業・取り組み 内容 担当 

栄養個別相談 
妊産婦・乳幼児から成人・高齢者ま

で、個々のニーズに合わせた栄養に関
わる相談を行います。 

健康課 

栄養講習会 
生活習慣病や健康づくりに関する

テーマを設定し、それに合わせた栄養
講義等を行います。 

健康課 

健康づくりフォロー
アップ事業 

糖尿病や骨粗しょう症など、疾病や
年齢に合わせた栄養講義を行うこと
により、疾病の予防や健康に対する意
識の啓発、生活習慣の改善を支援しま

す。 

健康課 

健全な食生活の確立
に向けた啓発 

市報、市ホームページ、市民ボラン
ティアによる食育ホームページ、パン
フレット、乳幼児食育メール等の媒体
を活用して、栄養関係事業の周知や栄
養等に関する情報を提供し、健全な食
生活への普及啓発を行います。 

健康課 
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② 食育に関する取り組みの推進 

子どもの頃から様々な経験を通し、「食」に対する感謝のこころを育てていく

とともに、「食」にまつわるマナーや家庭での手伝いなど「食」の教育に取り組

んでいきます。また、食品ロス等に対する意識の向上と地産地消や食文化の伝

承の視点も入れた食育に取り組みます。 

個別事業・取り組み 内容 担当 

食育推進計画の推進 

第４次小金井市食育推進計画にお
ける「野菜」「団らん」「ふれあい」「環
境」をキーワードとし、小金井らしい
食生活のあるひとづくり・まちづくり
を“Koganei-Style”として地域に展開
していきます。 

健康課 

食育月間行事による
普及啓発 

食育月間（６月）及び食育の日（毎
月 19 日）に、食育に関するイベント
等を行い、市報、市ホームページ、市
立保育園、小中学校等で食育の啓発活
動を行います。 

健康課 

関係各課 

食品ロス削減に向け
た取り組み 

食品ロス削減に向けて、市報、市ホ
ームページ等において、家庭でできる
取り組みに関する情報の提供に努め
ます。  

ごみ対策課 

 

③ ライフステージに応じた栄養・食生活支援 

生活習慣病の予防・改善のためには健全な食生活が重要であることを踏まえ、

市民一人ひとりがバランスのとれた食生活を実践できるよう、市の健康教室等

の事業、関連団体等の取り組みを活用し、ライフステージに応じたアプローチ

をしていきます。 

個別事業・取り組み 内容 担当 

離乳食教室 
対象を月齢で分けて、それぞれの保

護者を対象に離乳食の講義、試食を実
施します。 

健康課 

子ども食堂運営に対
する支援 

子どもたちへの食育活動の一助と
なるように子ども食堂を運営してい
る団体に一部補助を行い、地域と交流
した食育活動を実施します。 

子育て支援

課 

学校における食育の
推進と情報発信 

学校給食を通じて子どもたちへの
食育を推進し、「給食だより」などを通
じて、保護者に対し、食に関する情報
提供を行います。 

学務課 

高齢者配食サービス 

精神的、身体的理由により食事の用
意が困難と思われるひとり暮らし高
齢者等の健康と自立生活の安定のた
め十分な調査及び評価を行った上で、
計画的に配食サービスを実施します。 

介護福祉課 
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【数値目標】 

指標 対象 
現状 

（令和 4年度） 

目標 

（令和 11 年度） 

朝食を食べる人の割合 

（資料：令和４年度アンケート） 

18 歳以上の市

民 
67.0％ 100.0％※ 

栄養のバランスを考えている人

の割合 

（資料：令和４年度アンケート） 

18 歳以上の市

民 
47.9％ 60.0％以上※ 

※ 「第４次小金井市食育推進計画」の「取組の指標」に基づき設定しました。 

 

  



13 

 

 基本施策（２）身体活動・運動支援  

市民の生活習慣の中に運動を定着させるため、日常生活の中で活動量を増や

す工夫や、今より少しでも多く身体を動かす必要性について、啓発していきま

す。また、運動のきっかけづくりとして運動の効果や健康ウォーキングなどの

イベント等に関する情報提供に取り組み、誰もが気軽に運動をすることのでき

る環境づくりに努めます。 

 

① 望ましい身体活動に関する情報提供の充実 

健康相談や健康教室などを通し、ライフステージに合わせた望ましい身体活

動に関する情報提供を行います。 

個別事業・取り組み 内容 担当 

成人健康相談（再掲） 

市民の健康保持・増進のため、医師、
保健師等が市内の公共施設で、個人に
合わせた相談を実施し、望ましい運動
習慣づくりの支援をします。 

健康課 

身近にできる運動・体
操の普及（健康づくり
フォローアップ事業） 
（再掲） 

望ましい身体活動に関する知識と、
負担感なく取り入れやすい運動や体
操の情報提供を行います。 

健康課 

乳幼児期等の遊び方
や危険防止等に関す
る情報提供 

子どもの年齢や成長段階に応じた
遊び方や危険防止等についての情報
提供を行います。 

健康課 

子育て支援

課 

 

② ライフステージに応じた身体活動・運動支援 

それぞれのライフステージの課題や問題に応じた、身体活動や運動をしやす

い機会や環境づくりを促進します。 

高齢者に対しては、ロコモティブシンドロームやフレイル予防の普及啓発を

行い、社会参加等を通じた身体活動等により、運動機能の維持向上を図るため

の支援をより一層充実します。 

個別事業・取り組み 内容 担当 

スポーツ推進計画の
推進 

第２次スポーツ推進計画に定める

「豊かな生涯を運動・スポーツととも
に」を基本理念に、運動・スポーツを
通じた市民の健康増進を目指します。 

生涯学習課 

運動・スポーツができ
る環境整備 

すべての市民が、ライフステージに
応じてスポーツを「する」きっかけと
なるよう、スポーツを気軽に楽しめる
環境を整備します。 

生涯学習課 
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学齢期の子どもの運
動・スポーツ活動の推

進 

子どもがスポーツ教室や地域のス
ポーツクラブなどにおいて、運動や体

力づくりに取り組めるよう支援しま
す。 

生涯学習課 

女性・子育て世代の運
動・スポーツ活動の推
進 

女性や親子が身体活動・運動に取り
組むきっかけづくりを行います。 

生涯学習課 

働き盛り世代等の運
動・スポーツ活動の推
進 

働き盛り世代や運動習慣のない人
に向けた、手軽に取り組める身体活動
を周知します。 

生涯学習課 

高齢期の筋力や運動
機能の低下予防の推
進 

高齢期の筋力や運動機能、身体機能
の低下を防ぐため、ロコモティブシン
ドロームやフレイルについて普及啓
発し、壮年期以降の予防・対策に取り
組みます。 

介護福祉課 

ウォーキングマップ

の活用促進 

気軽に運動ができ、運動習慣の定着

をめざすため、ウォーキングマップ

（「小金井てくてくマップ」、「小金

井まち歩きマップ」など）の活用促進

に努めます。 

健康課 

 

【数値目標】 

指標 対象 
現状 

（令和 4年度） 

目標 

（令和 11 年度） 

日頃なんらかの運動をしている

人の割合 

（資料：令和４年度アンケート） 

18 歳以上の市

民 
58.9％ 70.0％※ 

※ 「第２次小金井市スポーツ推進計画」の「評価指標」に基づき設定しました。 
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 基本施策（３）休養・こころの健康づくり  

睡眠不足や休養不足は、食欲不振、注意や集中力の低下、生活習慣病、うつ

病等を引き起こし、心身の健康に悪影響を及ぼします。 

こころの健康を保つためには、「十分な睡眠や休養」「適度な運動」「健全な食

生活」を実践し、ストレスに立ち向かう抵抗力を高めることやストレスと上手

に付き合う方法を身につけることが重要であるため、規則正しい生活習慣を身

につけていくことの重要性の啓発を進めます。 

 

① 休養に関する情報提供の充実 

関係機関との連携による相談窓口の充実や周知、休養に関する情報提供を行

います。 

個別事業・取り組み 内容 担当 

休養に関する知識の
普及啓発（健康づくり
フォローアップ事業） 

適切な睡眠の意義や取り方、趣味の
活動などを通じた余暇時間の過ごし
方など、休養に関する知識の情報提供
を行います。 

健康課 

休養に関する情報提
供 

市報、市ホームページ、パンフレッ
ト等、あらゆる媒体を活用して、ここ
ろの健康の重要性や休養の取り方、ス
トレスとの付き合い方などの情報提
供に努めます。 

健康課 

 

② こころの健康についての知識の普及啓発 

健康教室などを通し、こころの健康についての知識の普及をするとともに、

ストレス解消法について、普及啓発に取り組みます。 

個別事業・取り組み 内容 担当 

こころの健康に関す
る取り組みの推進 

睡眠、休養、こころの健康について、
ストレスチェックなどの気づきの場
を提供するとともに、健康教室など
様々な機会を通して知識の普及に努
めます。 
また、趣味、運動、レクリエーショ

ンなど、市民が自分に合ったストレス
対処法を知り、またストレス解消法を
身に付けることができるよう、普及啓
発を図ります。 

健康課 
 

自殺対策計画の推進 
ゲートキーパー養成研修の実施等、

自殺対策計画を推進します。 
健康課 

メンタルチェックシ

ステム 

市のホームページから気軽にアク
セスできる、落ち込み度やストレス度

健康課 
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等のこころの状態をチェックするた
めのシステム提供します。 

こころの健康相談 
こころの相談窓口に関するパンフ

レット等を市内公共施設等で配布し、
情報提供を行います。 

健康課 

 

③ ライフステージに応じた休養・こころの健康づくり 

それぞれのライフステージの課題や問題に応じた、休養・こころの健康づく

りを促進します。 

個別事業・取り組み 内容 担当 

育児不安の軽減 

子育て中の保護者が一人で悩みを
かかえることがないよう、妊娠期から

切れ目ない支援に取り組み、保護者の
育児不安の軽減を図ります。 

健康課 

女性のこころとから
だの健康に関する情
報発信 

壮年期において、こころの問題が増
えたり、女性では、ホルモンバランス
の変化により体調不良を起こしやす
くなることから、心身の機能の変化に
対応し、健康に対する適正な自己管理
が必要であることを普及啓発します。 

健康課 

 

【数値目標】 

指標 対象 
現状 

（令和４年度） 

目標 

（令和 11 年度） 

睡眠での休養が十分とれている

人の割合 

（資料：令和４年度アンケート） 

18 歳以上の市

民 
21.8％ 30.0％ 
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 基本施策（４）飲酒対策  

市民一人ひとりが自分の適量を知ったうえで、お酒と上手につきあうことが

できるよう、過度の飲酒が及ぼす健康被害に関する正しい知識の普及と、適正

飲酒や休肝日など、飲酒習慣の改善に向けた啓発に努めます。 

 

①  飲酒に関する取り組みの推進 

飲酒の健康への影響や、妊婦・授乳中の女性の飲酒や 20 歳未満の飲酒防止

および節度ある適度な飲酒についての知識の普及を図り、飲酒対策に取り組み

ます。 

 

個別事業・取り組み 内容 担当 

適量飲酒の普及啓発
（健康づくりフォロ
ーアップ事業） 

飲酒に関する正しい知識を普及さ
せ、「節度ある適度な飲酒」の習慣を保
つことができるよう意識啓発に努め
ます。 

健康課 

妊婦の飲酒について
の情報提供 

妊婦・授乳中の女性の飲酒の防止に
向けて、胎児や乳児の健康に与える影
響について情報提供を行います。 

健康課 

20 歳未満の飲酒の防
止 

児童生徒を対象に飲酒の影響につ
いての知識の普及啓発を図るととも
に、20歳未満における飲酒の影響につ
いて市民に周知します。 

指導室 

健康課 

 

【数値目標】 

指標 対象 
現状 

（令和４年度） 

目標 

（令和 11 年度） 

お酒を毎日飲む（休肝日のない）

人の割合 

（資料：令和４年度アンケート） 

20歳以上の 

市民 
15.1％ 15.0％ 
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基本施策（５）喫煙対策  

喫煙が健康に及ぼす害について、さらに普及啓発を進めます。また、受動喫

煙が健康に及ぼす影響について周知を図るほか、受動喫煙を防止するための取

り組みを推進します。 
 

①  禁煙に関する取り組みの推進 

たばこの健康への影響について十分な知識の普及を図るとともに、禁煙希望

者に対する禁煙支援、20歳未満の喫煙防止に取り組みます。 

個別事業・取り組み 内容 担当 

たばこの健康被害に

ついての普及啓発（禁
煙デーでの普及啓発） 

一般市民や妊婦などを対象に、たば
こが健康に与える影響について、情報

提供を推進します。また、学校保健と
連携して、たばこの影響についての普
及啓発を図ります。 

健康課 

禁煙支援等の推進 

禁煙希望者への相談や専門機関の
紹介を行うとともに、特定保健指導事
業などと連携して効果的な禁煙への
支援体制づくりを推進します。 

健康課 

20 歳未満の喫煙の防
止 

児童生徒を対象にたばこの害につ
いての知識の普及啓発を図ります。 

指導室 

 

②  受動喫煙に関する取り組みの推進 

受動喫煙が健康に及ぼす影響について周知を図るとともに、受動喫煙が生じ

ることがないようガイドラインを策定し、取り組みを推進します。 

個別事業・取り組み 内容 担当 

受動喫煙についての
普及啓発 

市ホームページ等の媒体を活用し、
受動喫煙が健康に及ぼす影響につい
て周知啓発を行います。 

健康課 

受動喫煙対策 
受動喫煙防止のためのガイドラ

インを策定し、受動喫煙を防止する
ための取り組みを推進します。 

 

ごみ対策課 
健康課 
関係各課 

 

【数値目標】 

指標 対象 
現状 

（令和４年度） 

目標 

（令和 11 年度） 

たばこを吸っている人の割合 

（資料：令和４年度アンケート） 

20歳以上の 

市民 
8.1％ 6.0％ 

【新規】 

１年以内に受動喫煙を経験した

人の割合 

（資料：令和４年度アンケート） 

18 歳以上の市

民 
51.6％ 30.0％ 
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 基本施策（６）歯と口腔の健康づくり  

生涯にわたって自分の歯でしっかりとかんで食べられるよう、幼少期から食

物をよくかむ習慣や正しい歯みがき習慣を身につけ、歯と口腔の健康づくりを

支援していきます。 

歯や口腔の健康の衰えは、オーラルフレイルの状態で、十分な栄養が摂れな

くなり、低栄養などのリスクが高まるとともに、心身の機能低下につながるフ

レイルのおそれがあるため、歯科医師や歯科衛生士などによる専門的な口腔ケ

アと、自分で毎日行うセルフケアなどオーラルフレイル対策の重要性について

啓発していきます。 

 

①  歯科に関する取り組みの推進 

歯科健康診査や相談を実施し、歯の喪失防止と歯の喪失の原因となる、う蝕

および歯周病の予防を推進するとともに、かかりつけ歯科医の重要性について

周知啓発していきます。 

個別事業・取り組み 内容 担当 

成人歯科健康診査 

20 歳から 80 歳の５歳刻みの節目年
齢の市民を対象に、高齢期の歯の喪失
の原因となる歯周疾患の早期発見に
努め、生涯を通じ自分の歯で過ごせる
ことを目的に実施します。 

健康課 

妊婦歯科健康診査 

市内在住の妊婦を対象に、妊娠中に

口腔健診および歯科保健指導を行い、
妊婦自身の歯科保健意識を高め、口腔
内の健康増進を図ります。 

健康課 

歯科健康教育・相談 

各種保健衛生事業相互の連携を図
り、ライフステージの各段階において
ふさわしい歯科教育・相談を実施し、
市民の口腔における健康の保持増進
を図ります。 

健康課 

かかりつけ歯科医の
紹介 

要介護者の方、障がいのある方で、
歯科医院にかかっていない方に対し
て、かかりつけ歯科医の紹介を行いま
す。 

健康課 

 

② 歯と口腔の健康づくりに関する情報提供の充実 

正しい口腔ケアの知識や歯と口腔の健康と全身の健康との密接な関わりに

ついて、情報提供の充実を図ります。 

個別事業・取り組み 内容 担当 

歯周病予防対策の推 生活習慣病をはじめ、様々な全身疾 健康課 
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進（健康づくりフォロ
ーアップ事業） 

患と歯周病との相互関係について、健
康教育やそのほかの機会を通じて正

しい知識の普及啓発を図ります。 

「6024・8020運動」の
推進 

60 歳で 24 本以上の歯がある市民、
80 歳で 20 本以上の歯がある市民の増
加をめざし、各種の歯科事業を実施し
ます。また、関係機関と連携して
「6024・8020運動」を推進します。 

健康課 

歯科保健の重要性の
啓発 

市報、市ホームページ、パンフレッ
ト等、あらゆる媒体を活用して、歯の
健康づくりの重要性や定期的な歯科
健（検）診、かかりつけ歯科医の重要
性について啓発を行います。 

健康課 

 

③ ライフステージに応じた歯と口腔の健康づくり 

それぞれのライフステージに応じた、歯と口腔の健康づくりを推進します。 

個別事業・取り組み 内容 担当 

妊婦に対する啓発 

妊娠届時や広報、ホームページ等で
妊婦歯科健診の周知を図っていきま
す。 
また、妊婦歯科健診において、歯科

医師による口腔検査、妊婦歯科教室に
おいて歯科衛生士による歯科指導を
行います。  

健康課 

歯の健康に関する正
しい知識の普及 

乳幼児健診等において、歯みがきや

むし歯予防等などの歯科指導を充実
するとともに、むし歯になりにくいお
やつの摂り方など、子どもの歯の健康
に関する情報を提供します。 

健康課 

高齢者に対する口腔
機能向上への取組 

地域で活動するグループに対し、歯
科衛生士を派遣し、お口の健康管理や
機能向上にむけた体操などの重要性
を伝えます。70 歳・75 歳・80 歳を対
象とした高齢者口腔機能診査を実施
し、高齢者の口腔内の健康増進を図り
ます。 

健康課 

 

【数値目標】 

指標 対象 
現状 

（令和４年度） 

目標 

（令和 11 年度） 

自分の歯が「20本以上」ある人

の割合 

（資料：成人歯科健診受診者の

結果） 

80歳の市民 82.0％ 85.0％ 
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基本目標３ 健康を育む環境整備 
 

 基本施策（１）医療体制の充実  

身近な地域で安心して医療を受けることができるように、市内の医療機関等

と連携を図りながら、医療を受けられる体制づくりに向けた取り組みを推進す

るとともに、かかりつけ医の重要性等を周知啓発していきます。 

 

①  身近な地域で安心して医療を受けられる体制づくり 

市民にとって身近なかかりつけ医、かかりつけ歯科医、かかりつけ薬剤師の

普及に努めるとともに、東京都や関係機関等と連携して地域の保健・医療体制

のさらなる充実に向けて検討を行います。 

個別事業・取り組み 内容 担当 

かかりつけ医の普及 

医療機関との連携・協力のもと、各
種の保健・医療サービスを身近なとこ
ろで提供するかかりつけ医の普及を
図ります。 

健康課 

かかりつけ歯科医の
普及 

歯科医院との連携・協力のもと、歯
科保健サービス等を身近なところで
提供するかかりつけ歯科医の普及を
図ります。 

健康課 

かかりつけ薬剤師の

普及 

薬局との連携・協力のもと、市民が
安心、安全に薬を使用できるようかか

りつけ薬剤師の普及を図ります。 

健康課 

保健・医療体制の充実 

東京都や地域の関係機関等と連携

し、地域の保健・医療体制について検
討します。 
また、小金井市医師会、小金井市歯

科医師会及び小金井市薬剤師会の協
力を得て、休日診療を実施します。 

健康課 

 

【数値目標】 

指標 対象 
現状 

（令和４年度） 

目標 

（令和 11 年度） 

かかりつけ医がいる人の割合 

（資料：令和４年度アンケート） 
18 歳以上の市民 52.7％ 65.0％ 

【移動】 

かかりつけ歯科医がいる人の 

割合 

（資料：令和４年度アンケート） 

18 歳以上の市民 51.6％ 60.0％ 

【新規】 

かかりつけ薬剤師がいる人の 

割合 

18 歳以上の市民 10.4％ 15.0％ 
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（資料：令和４年度アンケート） 
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 基本施策（２）健康づくり環境の充実  

市民一人ひとりが、それぞれの目的や体力、年齢などに応じて、気軽にスポ

ーツ・レクリエーションに親しむことができるように、ライフステージに応じ

た市民が利用しやすい健康づくりの場の充実に努めます。 

 

① 市民が利用しやすい健康づくりの場の充実 

スポーツ大会やスポーツのイベントなどを通し、市民の誰もが気軽に参加で

きる機会の充実を図るとともに、市内の恵まれた自然環境等を活用し、誰もが

参加しやすいウォーキングや健康体操等の普及を図ります。 

個別事業・取り組み 内容 担当 

スポーツ・レクリエー
ションの機会の充実 

スポーツ人口の底辺拡大と相互交
流を推進するため、市民体育祭などの
スポーツ大会を実施します。高齢者や
障がいのある人、親子など、誰もが気
軽に参加できるスポーツのイベント、
教室やレクリエーションの活動の場
を充実させます。 

生涯学習課 

健康づくりの場の情
報提供 

市や関係機関が作成している各種
ウォーキングマップ（「小金井てくて
くマップ」、「小金井まち歩きマップ」
など）について、普及と活用の促進を
図ります。 

健康課 

 

② 関係団体との連携の強化 

関係団体との連携を強化し、薬物乱用防止、献血の重要性の啓発活動を行いま

す。 

個別事業・取り組み 内容 担当 

東京都薬物乱用防止
小金井地区推進協議
会との連携の強化 

東京都薬物乱用防止小金井地区推
進協議会との連携を図り、薬物乱用防
止ポスター・標語の募集や啓発活動を
推進します。 

健康課 

小金井市献血推進協
議会との連携の強化 

小金井市献血推進協議会との連携
を図り、献血時に市民や市職員等への
広報を行います。 

健康課 

 

【数値目標】 

指標 対象 
現状 

（令和４年度） 

目標 

（令和 11 年度） 

【新規】 

市民体育祭など市が開催するス

ポーツイベントに参加したこと

がる人の割合 

18 歳以上の市

民 
8.9％ 25.0％ 
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（資料：令和４年度アンケート） 

 


